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 論文審査結果の要旨
高性能計算機
なども行なわ
の性質とプロ
が必要不可欠
 に基づく各ベクトルプロセッサ
 第玉章は緒論である.
第2章では,ス
 設計上の課題を明確化している.
第3章では,第
べきベクトル
られる演算に適
また,ベクト
ドレッシング
実績である.ま
併せて各ベクトルプロセッサを総括している点が興蕨
第4章では,ベ
一般にベクト
とから,実行形
のベクトル長
 ものであり,極めて重要な成果である.
第5章では,提
チマークによ
定式化を意義づけるものであり,非常に有益な成果
 第6章は,本論文を総括し,結論としている.
以上要するに
による性能評
報基礎科学の
 して合格と認める.
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